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要旨:

本論文は、ギュスターヴ ・フロベール著 『ボヴァリー夫人』を取 り上げ、主人公エンマに向け

られた視線の中にどのようなジェンダー意識が存在するのかを分析 し、エンマの身体描写を通 じ

て、小説の背景である七月王政期における女性の身体に対するジェンダー意識を解明することを

目的としている。

エンマを見る男たちのまなざしを調べてみると、 シャルルは 「妻」 として、 ロドルフは 「遊び

相手」として、 レオンは 「理想的な天使のような女性」 としてエンマを類型化 し、ステレオタイ

プの女性観の中に位置づけようとしていることが分かる。男たちの視線は、エンマを 「自分たち

の見たいように見る」 という身勝手なものでありエンマの身体を拘束するものである。つまり、

男たちのエンマに向ける視線 は、七月王政期の男性優位の社会規範を体現 しているのである。

しか しながら、エンマは男たちのまなざ しによる拘束から逸脱 しようとする。多 くの女性たち

が男性の視線にさらされ、評価される客体にしかすぎなかった社会規範の中にあって、エンマは

自らを類型化 しようとする男たちの視線を受容するだけの女ではなかったのである。エンマは男

たちの視線がもたらす閉塞感から逃れようと葛藤し、男性優位社会に挑戦 し、結果 として失敗 し

た。エンマの挑戦が悲劇的な結末を迎えたのは、当時の社会における女性の挑戦の限界を示すも

のだろう。

本稿における男たちの視線の分析を通 じ、『ボヴァリー夫人』は、「七月王政期の社会通念や男

性優位の規範を内包 した男性たちの視線の拘束からの解放に挑戦 し、失敗 した一人の女の物語」

という新 しい読み方を提案できるのではないだろうか。
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本論文で は、 ギ ュス ターヴ ・フロベール1著 『ボ ヴァ リー夫人』2を取 り上 げ、 主人公 エ ンマの

身体描写を通 じて、小説 の背景 であ る七 月王政期 におけ る女性 の身体 に対 する ジェンダー意識 を

分析す る。

『ボヴ ァリー夫人』は、 ロマ ンテ ィックな甘 い感傷 と夢 のような結婚生活 に憧れて田舎医者 シャ

ルル と結婚 した主 人公エ ンマが、 す ぐに単調 な現実生活 と夫 の凡庸 さに幻滅 し、満 たされない感

情に身 を焼かれ、甘い夢 を追 って不倫を し、借金を作 り、最終 的には服毒 自殺 をす るというス トー

リーを描いた ものであ り、19世 紀 のフラ ンス文学 を代表す る傑作で ある。

作者であ るフロベール は、 ドラマール事件 を着想 として 『ボ ヴァ リー夫人』 を執筆 した。 ドラ

マール事件 とは、 フランス北西部 の町ルーア ン近郊 にあ る リー とい う村 の開業 医ウ ジューヌ ・ド

ラマールの妻 デル フィヌが不貞 を働 き、借金 を苦 に自殺 した事件 の ことで ある3。 当時、 ドラマー

ル事件 は、 その不道徳 な事件 の内容 か ら世 間を大 き く騒がせ た。 また、 『ボ ヴァ リー夫人』 自体

も、1856年 に出版 され るや いなや、「不倫を した末 に自殺 をす る妻 の物語」 とい うスキ ャンダ ラ

スな内容が、反宗教、 社会風俗 を乱 す とい う理由で 出版 をめ ぐり裁判 になって いる4。 これ らの

事実を通 して、当時の プランスにおいては、女性 の不貞 に対 しては男性 のそれ とは比較 にな らな

い ほどの厳 しい 目が向 けられ、女性 の不道徳 が社会 の激 しい批判 の対象 とな っている ことが容易

に想像で きるだろ う。

そ もそ も、『ボヴ ァリー夫人』 の時代背景 とな った七 月王政期の社会的特徴 の一 つ と して、保

守的で家父長 的な男性優位 の社会規範 があげ られ る。 当時、女 たちの多 くは男 に仕 え、男 に見 ら

れ、男によ って評 価 され る対 象であ った。女 たちは、 男に評価 され る客体 として、男 に気 に入 ら

れ る振 る舞い方 を身につ け、 自らの身体 を加工 したのであ る。 この ことについて、小倉孝誠 は、

『女 らしさは どう作 られ るか』(法 蔵館、1999年 、p.iiiの 中 で次 のよ うに述 べてい る。 「歴史 的

に言えば、近年 にいた るまで女 の身体 は男によ って見 られ、対象化 されて きた。(中 略)と くに、

女性の身体 は、 さまざ まな意味 で男性 の身体 よ りも歴史性 や社会性 を強 く刻印 されてい る」。 な

らば、女性たちの身体 に歴史性 や社会性 を付与 した男性 の視線 とはいかな るものであ ったのか。

彼女たちの身体に向 けられた視線 には、 どのよ うな ジェンダー意識 が存在 したのだろ う。

筆者 は、以前、 シャルルの視点 や視線 と読 者 との関係性 について考 察 した`。 その際、 シャル

ルの視点 は三人称小説である 『ボ ヴァリー夫人』 に読者 たちを引き込む プロベールのス トラテジー

であ ること、また、 シャルルの視線 を通 じて読者 たちがス トー リーを追 う物語展 開の仕組 みを解

1GustaveFlaubert(1821-1880)以 後、フロベールと記載する。

2フ ランス語原題Madame Bovary出 版年は1857年 。

3世 界文学全集15伊 吹武彦訳 『ボヴァリー夫人」、河出書房、1966年 、p.488。

4ボ ヴァリー裁判については、山川篤著 『ボヴァリー夫人研究」(風 間書房、1970年)に 詳 しい記載があ

る。

5野 田(水 町)い おり著 『ボヴァリー夫人」におけるシャルルの役割について一視点 ・視線からシャルル

の役割を考察する(『 人間文化研究」No.12、2009年)を 参照されたい。



明 し、 シャルルが物語 の誘導(ナ ビゲー ター)の 役割 を担 ってい ることを指摘 した。 しか しなが

ら、 シャルルの視線に見 られ るジェンダー性 についての考察 は筆者 の課題 として残 されていた。

そ こで、以下 に本稿 が考察 の対象 とす る女性 の身体 とジェンダーについての先行研究 をま とめて

お きたい。

アラン ・コルバ ン6や ミシェル ・ペ ロー7ら によ って、「女性 の身体」が歴史的考察の対象 とな っ

て以来、文学 において も女性 の身体表象 をテーマ とした議論 が数多 くなされて きた。 とくに 『ボ

ヴァ リー夫人』に関 して言 えば、 さ きほど紹介 した小倉孝誠 が、著書 『女 らしさはど う作 られる

か』の第2章 でエ ンマの身体 に着 目 し、 エ ンマを見 つめ る男性 の視線 やエ ンマ自身 の視線 を取 り

上 げて考 察 を行 ってい る。 また、 宮下志 朗 は、『読書 の首都 パ リ』(み す ず書房、1998年)や

『本 を読 むデ モク ラシー』(刀 水書房、2008年)に お いて、読書 に よって ロマ ンテ ィ ックな夢想

癖を形成 し、貸本屋の熱心 な顧客 で もあ ったエ ンマを 「本 の密漁者 エ ンマ」 と呼び、読書 をする

女性の身体表象や、読書 にお ける性差(ジ ェンダー)に ついて論 じている。 さ らに、 バルガス ・

リョサ は 『果て しな き饗宴』(工 藤庸 子訳 、筑摩書房、1998年)の 中で、 エ ンマの身体描写 の美

しさにつ いて作品の構造 やプロベールの描写技法 の分析を通 じて論及 を行 い、また、ルネ ・ジラー

ル は 『欲望 の現 象学』(古 田幸男訳、法 政大学 出版局、1971年)に おいて、 「欲望 の三 角形」 つ

ま り 「欲望、他者 、主体」 とい う三者 の関係性 におけ るエ ンマの悲劇 や身体性 について言及 して

い る。 しか しなが ら、 これ らの研究 は、 エ ンマの身体描写 におけ るジェンダー意識 についての言

及が十分で はな く、現在 まで 「男性 の視線 が持 つ ジェンダー意識 とそれに影響 を受 ける存在 とし

てのエ ンマ」 とい う視点 での 『ボ ヴァ リー夫人』 の考察 もなされていない。 つま り、登場人物 の

視線に着 目 して 『ボヴァ リー夫人 』の ジェンダー性 について解 明す る試 みは未 開拓 の分野 なので

あ る。

そ こで、本論文 で は、 『ボ ヴァ リー夫人』 とい う作 品にお いて、主人公 であ るエ ンマの身体 が

男たちか らどのよ うに見つめ られ、評価 されて きたのかを明 らかに し、男 たちがエ ンマに向ける

視線の中に どのよ うな ジェンダー意識 が存在 す るのかを分析 したい。 エ ンマは不貞 を働 き、夫以

外の男性、すなわち年上 の愛人 や年下 の恋人 とも関係 を持 ってお り、異 な る関係性 によ って生 み

出された多角 的な視線を享受す る存在で ある。多面的なまなざ しを受 ける主人公 を描いた 『ボヴァ

リー夫人』 は、女性の身体 にむけ られた視線 を分析 す ることで女性 の身体 を拘束 する ジェンダー

意識を解明 しよ うとす る本論 文に とって格好 の材料 と言 え るだろ う。

なお、本論 文で は、作 家や語 り手 の視線 については論及 せず、登場人物 の視線 のみを考察 の対

象 と した。 具体的に は、 夫の シャルル、愛人 の ロ ドル フ、 レオ ンの三人 の男 たちの視線 の中に描

6コ ルバ ン著 『身体の歴史」(藤 原書店、2010年)は 、女性の身体性を理解する上で大変有益な資料であ

る。歴史、文学、医学などの多角的な視点から女性の身体を論 じている。

7ペ ローは 『女の歴史」(藤 原書店、1996年)の 中で、女性の身体について、中世、近世、近代に渡り、

その時代の特徴をとらえながら、詳 しい歴史的考察を行 っている。



かれたエ ンマの姿を取 り上 げ、 それぞれの男 たちとの関係性 も含 めてエ ンマの身体描写 を比較 し、

分析を試 み る。 第1章 で は、 エ ンマに対 す るシャルルの視線 の変化 と関係性、第2章 では、 ロ ド

ル フの視線が知 覚 したエ ンマの姿、第3章 では、 ジェンダー ロールが逆転 したエ ンマ とレオ ンの

視線の変遷 をたど りなが ら、 エ ンマの身体描 写を通 じて、『ボヴ ァリー夫人』 に描かれ た ジェ ン

ダー構造を明 らかに してい きたい。

第1章 エ ンマ に対 す る シ ャル ル の視 線 の変 化 と関係 性

第1章 で は、 シャルルがエ ンマの身体 を どのよ うに捉 えたのかについて、結婚前、結婚 を意識

した時、結婚後の三つに分 けて分析 し、エ ンマを見つめるシャルルの視線にどのような ジェ ンダー

意識が隠 されてい るのかを考 察す る。

1、 結婚前

シャルル とエ ンマが初めて出会 った時、 すでに シャルルは結婚 してお り年上 の妻 がいた。 シャ

ルル は出会 ってす ぐにエ ンマの 目に惹 かれ、 エ ンマの 目の特徴 を次 のよ うに捉 えている。

彼女 の中で一番美 しいもの。 それ は目だ。茶褐色 なのだが、 まつ毛 のせ いで黒 く見 えた。 ま

なざ しは無邪気 な大胆 さで、 まっすぐに見据 える目であった。(p.27)

エ ンマの無邪気 な視線 は子 どものよ うで もあ り、「男を じっと見据 える 目」 は女性 と しての規

範やマナーを逸脱 し8、 エロス的 な ものと結 びつ く可能性 を内包 して いる9。 エ ンマは無邪気 な子

どもら しさと挑発的な大人 の女性 の視線 の両方 を持 ち合わせてお り、 シャルルは両義性 を持 つエ

ンマの 目を 「一 番美 しい」 と捉 えてい る。 では、 エ ンマの 目以外 の部分 について、 シャルルはど

のよ うに知覚 してい るのだろ う。

シ ャルルは、彼女 の爪 の白さに驚 いた。爪 はつや つや光 って、先が細 く、デ ィエ ップの象牙

細工 よ りも、もっときれいにみが かれ、先 をまるく切 ってあった。一方、彼女の手 は、 それ

ほど美 しくなかった。 おそらく白さが十分 には足 りな いのだろう。 そ して、関節の ところが

少 し骨ば って いた。 また、少 し長す ぎて、 輪郭に曲線の柔 らかみが足 りなか った。(中 略)

白 い折襟 から頸筋 が出ていた。髪 はきれ いな細 い線 でまん 中か ら分 け、両側の黒髪 はなめ ら

8小 山美沙子著 『7月 王政下のある女性用百科事典』(日 仏教育学会第3号 、1997年)に 、当時の女性に

求められたマナーやエチケットについての詳 しい記載がある。

9工 藤庸子著 『フランス恋愛小説論」(岩 波書店、1998年 、p.21)に 、 「見ることは、対象に対する具体的

な情報を集めるだけでなく、 もっとエロス的なものと関わっている」 との指摘がある。



かでそれぞれ一つにぴった りとくっついているようだ。分 けた筋 は、頭 の曲線 とおりに軽 く

くぼんでいる。髪 は、耳 たぶ をち ょっと見せ、額 の両 際のところで田舎 の医者が初め て見 る

ような ウェー ブを作 って、後ろの豊かな髭 と一つ にな っている。頬 はバラ色だった。 まるで、

男のように、胸の ところの二つのボ タンのあ いだ にべ っこうの眼鏡 をさ していた。(pp.33-

34.)

上 記 の長 い引用に示 された通 り、 シャルルの視線 はエ ンマの身体 をなぞ り 「まるでエ ンマの肌

を撫で るか のよ うに10」 輪郭、色彩、光沢 な どを敏感 に、 そ してその細部 まで克明 に描写 してい

る。 しか し、 シャルルのまなざ しが捉 え るエ ンマの身体 は、指 と顔 とその構成要素 だけであ り、

胸や背中や腰や肢な どの身体全体 の輪郭 を捉 えてはいない。 おそ らく愚 直なまでに純粋 で真面 目

な シャルルの視線 は、慎 み深 く、恥 ずか しそ うに、伏 し目がちにエ ンマの姿 を捉 えたため、 エ ン

マの全体像を把握す るまでに至 っていないのではないか。 これは、子 ど ものよ うな、 あるいは挑

発的な大胆 さで シャルルを見据 え るエ ンマの視線 とは対照 的であ る。

で は次に、 シャルルがエ ンマ との結婚 を意識 した時、 シャルルはエ ンマの身体 をどのよ うに捉

え、描写 してい るのかについてみてい こう。

2、 結婚を意識 した時

シャルルの最初の妻 エロイーズは、 シャルルが若 いエ ンマに惹 かれて い くのを見逃 さなか った。

エロイーズは、 シャルルが エ ンマの父 であ るルオ ー じいさん の往診 に行 くたびに、 「本当 は、 あ

のお嬢 さん(エ ンマ)に 会いに行 くのだろ う」 とシャルルを責 め立 てた。 シャルルは妻 に遠慮 し

て往診に行 くのを控えていたのだが、 そのよ うな折、突然 に妻 は亡 くな り、喪 が明ける とす ぐに

シャルル はルオー じい さんの家に出向いてい った。

ある 日、彼(シ ャルル)は3時 頃 に(エ ンマの家を)訪 ね てきた。(中 略)エ ンマが窓 と暖

炉の間で裁縫 を していた。 あらわな肩 の上 に、細 かい汗 の しず くが見 えた。(pp.34-35)

田 舎 風 にエ ンマ は飲み物 をすすめた。(中 略)グ ラスはほ とん ど空なので、彼 女は反 り返 っ

て飲 んだ。仰 向いて、唇 を尖 らせ、頸 をのば しなが ら、 口の中に何 の感 じもな いの をおか し

が って笑 うと、舌の先が美 しい歯の間か ら出て、グラスの底をぺ ロぺ ロなめた。(pp.36-37)

シ ャルルが結婚を意識 した後、 シャルルの視線 は明 らかに変化 してい る。慎 み深 く控 え目で、

10小 倉孝誠 『女 らしさはどう作られたのか」法蔵館、1999年 、p.99。



エ ンマの全体像 さえ捉 え る事がで きなか った視線 とは大 き く異 な り、 「あ らわな肩の上 の汗 の し

ず く」や 「ペ ロペ ロ舐 め る舌」 な ど、 シャルルの視線 がエ ンマの官能性 を見 いだ している ことが

読み とれ る。 真面 目で実直な男の シャルルでさえ、結婚 す る女 を見 る視線 はエ ロテ ィックに変化

す るのであ る。 シャルルが学生 時代 に愛人 にで もで きそ うなお針子 に向けた視線 も、年上 の妻 エ

ロイーズに向 けた視線 も官能 的な ものではなか った。 シャルルがエ ロテ ィックな視線 を向けた相

手 はエ ンマただ一人であ った。 この点か らも、 シャルルの誠実 な性格 を見 ることがで きるだろう。

で は、結婚 した後、 シャルル はエ ンマに どのよ うな視線 を送 ったのだろ う。

3、 結婚後の シャルルの視線

次の引用 は、結婚 した後 に、 自分 の横 で眠 るエ ンマの 目を見 た時の シャルルの様子 である。

こんなに近 くで見 ると、妻 の目は、 瞬きをする時などはと りわ け大 きく見 える。影 にな ると

黒っぼく、明るい ところで は濃い青色に、次々 に色の層 になって、奥の方はあくまでも濃 く、

エナメルのような表面 に近付 くにつれ て、色 は薄 くなっている。(p.45)

本 来 、エ ンマの 目の色 は茶色であ る。 しか しなが ら、 シャルルによ って知覚 されたエ ンマの目

は、黒、濃い青 、色の層、 薄い青 … と、現実 の色 とは異 な る色彩 の重層性 で描 かれている。 もち

ろん光の具合で色彩 は変化 す るだろ う。 エ ンマの 目の色 が変化 す るのは、 シャルルがエ ンマの姿

を多角的に発見 し、エ ンマの多面性 に気 が付 いた と推察 す ることも可能 か もしれない。 しか しな

が ら、「シャルル には初 めて会 った時 と違 う彼女 の姿、 また は、 さきほ ど別 れたばか りの彼女 の

姿 と違 う姿 は、頭 に浮 かば なか った。11」とい う引用が示す よ うに、 シャルル に とって は初 めて

会 った時 とほんの一 瞬前 のエ ンマの姿 が全てであ り、 それ以外 のエ ンマの姿 を思 い出す ことさえ

で きていない ことを考 え ると、 シャルルがエ ンマの多面性 を発見 した とは考 えに くい。 さ らに、

結婚前 には、 「彼女(エ ンマ)の 中で一番美 しい もの、 それ は目だ」 と述 べて、 エ ンマの身体 的

特徴を象徴化 していたエ ンマ 目の色 が、 見 る角度 や光線 の影響 があ ったにせよ、 このよ うにさま

ざまに変化す るの は不 自然であ る。 したが って、 エ ンマの 目の色 が くるくる変 わるのは、 シャル

ルが対象であ るエ ンマの本来 の姿 を把握 せず、主観 的に、 つま り自分 の見たいよ うに見ている こ

とを表 してい るので はないか と筆者 は推 測す る。 しか し、 なぜ、 シャルルの視線 がそのよ うに変

わ ったのだ ろう。 その理 由 は、次 の一文 に説 明を求 め ることがで きるだろ う。

シ ャルルは、心 からうちこんだこの美 しい女 を、 もう一生 自分 のものとす ることがで きたの

11ibid.,p.35.



だ。彼 にとって、世界 は妻 の下着 の手触 りの柔 らかな あた りに限られ たような ものだ。何度

でも妻 の顔 が見 たかった。(p.63.)

シ ャルルに とって、 エ ンマ との結婚 は大 きな幸 せであ った。 シャルルの胸 は喜 びにあふれ、幸

福をかみ しめていた。 それ は 「この女 を もう一生 自分 の もの とす ることがで きた」 か らである。

エ ンマが 「妻」 にな ると、 シャルルはエ ンマの ことを 「自分 の所有物」 と考 えている ことが、上

記の引用か らも明 らかであ る。先 ほど述 べたよ うに、 シャルルはただでさえ対象 を正確 に捉 える

ことができていない。 それに加えて、 シャルルにとっての エンマは、 もはや エンマ自身 ではな く、

夫に所有 され る 「妻」 にな ったのであ る。 そのため、 シャルルはいよいよエ ンマの ことを主観 的

に捉え、エ ンマ本来の姿 を見失 ってい ると考 え ることがで きるだろ う。

さて、 ここまで エンマに対す る シャルルの視線 につ いて分析 して きた。 シャルルのまなざ しは、

結婚前、結 婚を意 識 した時、結婚後 に大別 で き、 エ ンマ との関係性 によ って変化 している。結婚

前 はま じめな男の控え 目で客観性 を持 ったまなざ しであ り、結婚 を意識 した時は、 とりわけエ ン

マの官能 的な側面 を とらえた視線 を送 っていた。 そ して、結婚後 は、所有者 としての主観 的な視

線をエ ンマに注いでい る。特 筆すべ きは、結婚後 の シャルルの視線 がエ ンマ個人 ではな く、 「妻」

を眺め るまなざ しへ と変化 してい ることであ る。 これは、 エ ンマを 「個」 ではな く、類型化 され

た 「妻」 と見な してい ることを表 してお り、 それが シャルルの視線 の変化 につなが ったのであろ

う。

しか し、エ ンマ は、 自分 がいわゆ る普通 の妻、 すなわち夫 か ら生活 を保 障され、 その代 わ りに

家庭の天使 と して夫を助 ける当時の一般 的な妻 として類型化 され ることが不満 でな らない。 エ ン

マは少女時代 に修道院で読 んだ本の中にあるよ うな、湖上 の竪琴、 白い羽飾 りをつ けた騎士、 ヴェ

ニスの入江や ゴン ドラの船子 な どの ロマ ンテ ィックな生活 を夢 みていた。 しか し、 シャルルはそ

のよ うなエ ンマの内面性 に は気 がつかず、 エ ンマに対 し中産 階級 の理想 的な妻 としての視線 を送

りつづ けたのであ る。 その結 果、 エ ンマは夫に嫌悪感 を持 ち、淪落 の恋 に落 ちてい く。 エ ンマを

どのよ うに捉え、 どのよ うな視線 を送 るか。 シャルルはエ ンマの本質 の捉 え方 に失敗 したのであ

り、その ことが悲劇的な結 末を もた らした と考 え られ る。

第2章 ロ ドル フ の 視線 が知 覚 した エ ンマ の 姿

次に、第2章 で は、打算 的で女好 きな ブル ジ ョア男 であ るロ ドル フの視線 がエ ンマをどのよ う

に捉えたのか、そ してその視線 に どのよ うな ジェンダー性 が隠されているのかについて分析 して

い くことにす る。 まず は、 ロ ドル フが最 初にエ ンマを見た時の印象 か らみてい こう。



1、 初 めて会 った時

かわいい女 だな。 きっと(結 婚生活 に)退 屈 しているに違 いな い。都会 に住みた い、毎晩ポ

ルカを踊 りたいと。 かわいそうな女!ま な板 の上 で、鯉が水 を恋 しが るように、 あの女 も恋

に憧れている にちが いない。(中 略)そ れ に しても、 あの女は こち らの心 の奥まで錐の よう

に入 って くる目を している。それ にあの青 白い色!(中 略)お れは青白い肌の女が大好きだ!

(p.142)

引 用 にあ る通 り、 ロ ドル フもシャルル と同様、 エ ンマの 目に着 目している。第1章 で述 べたよ

うに、 シャルル は、無邪気 にそ して大胆に じっと見据え るエンマの目を見つめ返す ことはできず、

思わず うつむいて視線 を下方 にや り、 エ ンマの手 と髪型 ばか りを見 ていた。 しか し、 ロ ドル フは

エ ンマを見つめ、エ ンマの全体 のイメー ジを とらえ、 す ぐさまエ ンマの満 たされない感情 を読 み

とって いる。 しか し、 一方で、 「心の中 に錐 のよ うに入 って くる目」 に対 して は無意識的 に警戒

心 と違和感 を抱 いたのだ ろうか、す ぐに視線 をそ らし、青 白い肌 に興 味を移 し、 「大好 きだ」 と

エ ンマの身体に評 価を下 してい る。 当時、青 白い肌 は 「死」 のイメー ジと結 びついて ロマ ンテ ィ

シズムをか きたて るため、 男性 たちの憧 れの対象 であ った12。 つ ま り、 ロ ドル フには当時 の男性

たちに共 通の女性に対 す る俗 的な嗜好一上 品さ、 はかなげな雰 囲気、肌 の白さ一 などがあ り、 そ

の好み とエ ンマの外見が合致 したため、 エ ンマに興 味を持 ったのであ る。 ロ ドル フは出会 ったそ

の最初の瞬問か ら、エ ンマに固有 の特性 よ りもむ しろ、 エ ンマの持 つ男性 が好 む外形 的側面 に惹

かれてい るのであ る。 また、 ロ ドル フはエ ンマの他 の部分 にどのよ うな視線 を送 っているのだろ

う。

身 をかがめたはずみに、彼女 の服 は広 間の石畳 の上、彼女 のまわ りに広が った。 そ してエ ン

マが腰 をかがめ、両腕 を開きなが らちょっとよろめくと、服地 のふ くれ あが った ところが胸

の曲線 に沿 って、 ところどころほころびた。(p.158)

彼 は 、エ ンマが あの服装で広 間にいるさまを思 い浮 かべた。 そ して服を脱が してみ た。(p.

158)

ロ ドル フの視線 は、 衣装の上 か ら腰、胸 の曲線 な どのエ ンマの身体 の輪郭 をなぞ ってお り、頭

の中で服 を脱がせて裸体 を想像す るなど、 ロ ドルフの視線 には男性 の性的 な好色性 が感 じられ る。

12MichelPastoureau Bleu.Histoire d'une couleur(ミ シェル ・パス トゥロー著 『青の歴史』)

(松村恵理、松村剛訳、筑摩書房、2007年)



これは第1章 で述べた真面 目な田舎医者であるシャルルの視線 と対極的である。打算的で女好き

のブルジョア男とシャルルの視線の違いは、エンマに向けられた誠実さの違いである。出会 った

時にエンマに向けられたロドルフの視線からも、二人の不倫の恋が不毛であることが推察できる

だろう。

2、 恋の最中

さて、エ ンマはシャルルを裏切 り、 ロドルフと不倫の関係を結ぶ。より親密さを増 した関係性

の中で、ロドルフはエンマにどのような視線を送 っているのだろう。

彼女(エ ンマ)は 美 しかった。こんなに純真な女をわがものにしたことはない。(中 略)こ

のような新 しい恋は、自尊心と肉欲を同時に満足させるものだ。(p.169)

エンマは、セットした髪が乱れ、目がぼうっとしている。彼(ロ ドルフ)に 全く分からない

のは、単なる色恋のことで、女がこんなに混乱 してしまうことである。(p.172)

引用からも分かるように、 ロドルフの喜びはエンマを純粋に愛する恋心からではなく、エンマ

を自分のものにしたという精神的、肉体的満足によるものである。 また、 ロドルフは、恋愛を

「単なる色恋」と割 り切 っており、 エンマを見るまなざ しの中に誠実さは感 じられない。ロ ドル

フにとってのエンマは単なる遊び相手であり、エンマは彼の自尊心 と肉欲を満足させる道具にし

か過ぎないのである。そ して、ついに、 ロドルフはエンマについて次のような評価を下す。

エンマはやはり普通の色女と同じだ。新 しさの魅力は着物のように少 しずつ脱げ落ち、同じ

形と同じ言葉を持つ情熱の永遠の単調さをあらわに示 してきた。(p.178)

ロドルフは、エンマをいわゆる女性一般のステレオタイプな価値意識の中に位置づけ、「同じ

形、同 じ言葉を持つ女性」 として類型化 している。個人の特性や内面性には注意を払わず、根拠

もな く相手を自分の価値観の中で類型化するのは 「偏見」である。そのため、 ロドルフのエンマ

に対する視線には、「どの女 も同 じだ」という女性に対する男性優位の歪んだジェンダー意識が

垣間見られる。では、エンマはロドルフに対 して、 どのような振 る舞いをしたのだろう。

彫金師のように丹念に爪を磨くのもこの男(ロ ドルフ)の ため、肌にコール ドクリームを塗

り、ハンカチにパチュリー香水をふ りかけておくのもこの男のためだった。腕輪や指輪や頸

飾 りを身に付けた。ロ ドルフが来ることになっている時は、青いガラスの大きな花瓶二つに



バラをたくさん活けて、主君を待つ愛妾のように、部屋と身な りを飾った。(p.185)

エ ンマの振る舞いを見てみると、顕著な主(ロ ドルフ)従(エ ンマ)関 係が見 られる。エンマ

の立場が弱いのは、シャルルとの日常生活に辟易しており、 ロドルフとの時間がエンマにとって

は必要不可欠であるからである。一方、 ロドルフにとってのエンマは、あくまでも恋の戯れの一

つであり、エ ンマほど恋にのめり込んではいないため、必然的にロドルフの優位が形成されてい

る。ロドルフの優位は、ロドルフとの不倫の只中にあるエンマの姿を描写 した一節からも窺い知

ることが出来る。

このころほど、ボヴァリー夫人が美 しく見えたことはなかった。彼女は歓喜と感激と成功か

ら生まれる得もいわれぬ美 しさ…気品と境遇の調和にほかならない美 しさを持っていた。肥

やしや雨や日の光が花を育てるように、彼女の欲望、彼女の悲哀、快楽の経験、つねにわか

わかしい夢の数々が次第に彼女を育んだ。そして彼女は、その天性に満ち溢れて、ついに花

開いた。瞼はうっとりと消え入るような、果てしない恋のまなざしのためにわざわざ刻まれ

ているように見えた。激 しい息遣いは小さい鼻孔をふくらませ、むっちりとしたくちもとに

つりあげた。光がさすと、すこしばかりの黒い産毛がその口元に影を作った。束ね髪が頸筋

に垂れているところは、まるでしどけない風情を描くに巧みな芸術家の仕業のようにも思わ

れた。髪は日ごとに不義の褥に解けるままに、無造作に、重い束に巻かれていた。声は、いっ

そう柔らかな抑揚を帯びてきた。身体もまたそうであった。見る人の身体にしみとおるよう

な霊妙なものが、彼女の服や襲や土踏まずの曲線からさえ発散 した。(p.170)

上記の長い引用には、エンマの雰囲気、瞼、唇、頸筋、髪の毛から息遣いにいたるまで詳細な

描写がなされ、不倫を して不義の恋にのめりこむほどに美 しくなっていくエンマの姿が克明に記

されている。 しか し、『ボヴァリー夫人』のテクス トには、「エンマと不倫の関係を結んだロドル

フが、男性としての魅力を増 していった」 という記載は一切認められないため、上記の 「恋をす

ることで女はきれいになる」 という内容は、男性に影響を受ける存在 としての女性の姿を描いて

いると言える。つまり、男性に影響を受けて美 しくなっていくエンマの姿は、男女間のジェンダー

ロールが平等ではないことを示しているのである。

ともあれ、 ロドルフは、「田舎にはもったいない都会風の女」、「中産階級の人妻」、「単なる恋

の遊び相手」 という具合に、エンマを一般化 し、 ラベ リングして捉えている。エンマに向ける視

線はロドルフの主観的なものであり、エンマを自分が設定 した枠組みの中に位置づけている。そ

のため、エンマがロドルフの形成 した枠組みから逸脱 し、 ロドルフとの真剣な恋を求めようとす

ると、エンマに対する思いは劇的に変化 し、恋心は消え去 ってしまう。つまり、 ロドルフの視線



は、 自分の価値観 の中に女 を当てはめよ うとす る身勝手 な視線 なのであ り、私 たちは、 ロ ドル フ

の視線の中に、女性に対 す る男性 の優位 とい う歪 んだ ジェンダー意識 を読 み とることがで きる。

第3章 「男性 化」 した エ ンマ と レオ ンの視 線 の変 遷

第3章 では、 エ ンマ と年下 の愛 人 レオ ンの視線 につ いて考察す る。 筆者 は、 以前、 エ ンマの

「男性化」 につ いて論考 した 。「男性化」 とは、女 であ るエ ンマが、男 のよ うに振 る舞 うことで

あ る。エ ンマの しぐさ、言葉 、服装 な どには、男性 的な振 る舞 いが見 られる。 とくに、 エ ンマは

レオ ンの前 で は 「男性化」 し、男女 の ジェンダー ロールが入 れ替 わ り、 レオ ンを手 なずけ、精神

的に も肉体的に も支配 してい る。 このよ うな関係 において、 エ ンマは レオ ンか らはどのよ うに見

られ、 レオ ンに対 し、 どのよ うな視線 を送 ってい るのだろ う。

1、 理想化 した女 性像

恋愛の初期において、 レオ ンはエ ンマに夢 中にな り、 エ ンマに賛美 の こもった熱 っぽい視線 を

送 ってい る。

は じめて レオンは女 の優雅 さという言葉 に表せ ない微妙 なものを味わ った。 こんな に美 しく

品のある言葉 づかい、 こんなにつつま しい趣 味の衣装、 まどろむ鳩 のような こんな にも愛 ら

しい挙止 に出会 ったことがなかった。彼 は、 エンマの興奮す る魂 とスカー トの レースにうっ

とりした。 しかも、 この女性 は 「上 流夫人」 で、 その上、人妻 ではな いか!こ れ こそ、恋人

に相応 しい女性 ではないか!(p.221)

レオ ンのまなざ しはエンマを讃 え、幸福に満 ち溢 れて いる。 エ ンマの愛 らしさ、エ ンマの品性、

振 る舞 い全 てが レオ ンに とって大 きな喜びであ り、 その喜 びは彼 がは じめて知 った 「女 の優雅 さ」

に よる もので あ る。 しか し、 レオ ンはその優雅 さを言葉 に表す ことがで きない。 「言語化 できな

い微妙な もの」 に こそ幸福 と喜 びを感 じるレオ ンの精神性 か らは、 あ る種 の未熟 さや不確 かさが

感 じられ る。一読 す ると、 た しかに レオ ンはエ ンマを認 め、 エ ンマに敬意 さえ表 しているかのよ

うに見え るが、 「これ こそ、恋人 に相 応 しい女性 であ る」 の一文が示す よ うに、 レオ ンは、結局

自分の理想 化 した恋人像 をエ ンマに当てはめ、勝手 に喜 んでい るだけなのであ る。 レオ ンがエ ン

マを 自分のイメー ジ通 りの恋人 として理想化 してい るのは、次 の引用 か らも分 かる。

13野 田(水 町)い おり 『ボヴァリー夫人』をめぐる一考察 一 「男性化」するエンマに焦点をあてて一

(「人間文化研究』No.14、2010年)を 参照されたい。



エンマは封建時代の城主の奥方のように胴がすらりと長かった。また、「バルセロナの青自

い女」にも似ていた。が、わけてもエンマは天使であった。(p.273)

レオンは、細い腰、すらりとした容姿、男性の興味を惹 く 「青白さ」など、エンマの中に当時

の男性たちが好んでいた 「女 らしさ」を見いだし、エンマを称賛 している。一方で、 レオンは、

エ ンマのことを肉体と欲望(性 欲)を 持たない天使であるとも考えており、エンマに対するレオ

ンの視線は両義的である。エンマを称賛する一方で、エンマに対 し男性的な嗜好 と清純な理想像

の両方を求めており、実は、身勝手な要求をしているのである。 しかし、エンマはレオンの要求

のその双方に応えられる理想の女性だった。そこで、次は、エンマがレオンに対 し、どのような

視線を送ったのか見ていこう。

2、 「見られる客体」から 「見る主体」へ

ここでは、「見る主体」 となったエンマと、徐々に 「男性化」 していくエンマを見るレオンの

視線を分析 してい く。

レオンはエンマの前の床に座った。そして、膝の上の両肘をつき、顔をさし出すようにして、

エンマの顔を眺めるのであった。エンマはレオンの方にかがみこみ、息が詰まるようにささ

やいた。

「あら、動かないで。静かにして。私をじっと見て。あなたの目から、なんだか楽 しくて甘

いものが出てきて、私はとてもいい気持ち」(p.275)

エンマは自分を見つめるレオンの前にかがみこみ、 レオンのまなざしの中に、自分に恋焦がれ、

夢中になっている男の姿をみとめ、 レオンの視線が持つ甘美な力を感 じている。 これまでエンマ

は、シャルルやロドルフなどの男性から 「見られる客体」に過 ぎなかった。 しかし、 レオンとの

関係においては、自分を見ている男を見つめ返 しその視線を 「楽 しくて気持ちいい」 と評価する

に至っている。そ して、 とうとうエンマがレオンを見つめる主体へと変化する。

男がこれほど美 しく見えたことはかつてなかった。得もいえない純心さが彼の態度から感じ

られる。彼は反 り返った細長い腱毛を伏せていた。肌のなめらかな彼の頬は、彼女の肉体を

得ようとする欲望のために赤らんだ一と彼女は思った。そして、エンマはその頬へ唇を持っ

てゆかずにはいられない欲望を感 じた。(p.288)

「赤らんだ一と彼女 は思 った」 という一文は、エンマの 「男性化」が完全なものでないことを



表 してい る。 つま り、 レオ ンが赤 らんで見えたのは、 あ くまでエ ンマの主観 による ものであ って

事実で はな く、「赤 らん だ」か どうか の判断 は、男で ある レオ ンの側 にあるか らで ある。

しか し、エ ンマ は、女性 に特徴 的 とされていた頬 を赤 らめ る行為 を、男性 である レオ ンの中に

見いだ していた。 そ して、 その男 を 「美 しい」 と評価 し、細長 い睫毛、 なめ らかな肌、頬、唇 …

と レオ ンの身体を視線 でなぞ ってい る。 ま るで、 シャルルや ロ ドル フの視線 が、 エ ンマの身体 を

撫で るよ うになぞ り、評 価 して きたよ うに。 この時、 た しかにエ ンマは 「男性化」 し、男 を見 る

主体に変化 してい るのであ る。 では、 レオ ンはそのよ うなエ ンマをどのよ うに見 ているのだろ う

か。

エンマは過激、大食 い、 淫蕩 にな った。(中 略)レ オンは、ただ、エ ンマの気 に入 りた いた

めに、 エンマのどんな趣 味も受 け入れ た。 エンマはや さ しい言葉 と レオンをとろけさせ るキ

スを心得 ていた。(p.282-285)

エ ン マは荒々 しく着物 を脱 ぎ、 コルセ ッ トの細紐を引 き抜 いた。(中 略)そ れか らまとって

いるものを一度 にかなぐ り捨 て、青 ざめて、言葉 もなく、興奮 にふ るえて、 レオンの胸 にと

びかか った。(p.289)

男 を とろ けさせ るキス、 そ して 自らコルセ ッ トを外 し、興奮 に うちふ るえて男に飛 びかかる行

為 は、 当時 のジェ ンダー規範 か らは大 き く外れている。 この引用 か らも、 エ ンマが 「男性化」 し、

男女の ジェンダー ロールが逆転 してい るのが分 か るだろ う。 エ ンマの 「男性化」 は、女性 の希望

や欲求(と くに性的欲 求)を 否認 していた七 月王政期 の社会 的なデ ィスクールに対 する、 あか ら

さまでスキ ャンダラスな挑戦 とも言 え るだろ う14。

やがて、エ ンマの レオ ンに対 す る要 求はエスカ レー トし、 自分 の趣 味や好 みを押 し付 けるよ う

にな る。 カ ーテ ンの色、 着用す る服 の生 地、言葉 づか いのみな らず、 エ ンマが憧れ たルイ13世

のよ うに髭を はやす ことも要 求 し、 レオ ンの身体 に注文 をつけ るよ うにな った。 レオ ンは、 エ ン

マに会わない時間に何 を していたかを細 か く報告 せねばな らなか った。 レオ ンは次第 にエ ンマか

ら支配 され ることが恐ろ しくな り、 エ ンマへの愛 も徐 々に冷 めて しま う。男 に支配 されて きた女

性に対 して は、男に優 しく愛情 を注 ぐことが社会通念上求 め られてい るのに もかかわ らず、男 が

女性に支配 され るとな ると、 とたんに恐怖 を感 じ、愛情 が冷 め、 エ ンマを拒否 さえする レオ ンを

通 じて、七月王政期にお ける男性優位 の歪 んだ ジェンダー構造 が見えて くるだろ う。 やは り、女

は視線を享受 す る客体 であ り、視線 を送 る主体 にはな りえないのであ る。

14松 澤和宏著 『『ボヴァリー夫人」を読む』、岩波書店、2004年 。



ここまで、「男性化」 したエ ンマの視線 と、「男性化」 したエ ンマを見 る レオ ンの視線 をみてき

た。理想 化 した女性像 をエ ンマの中に見いだ していた レオ ンに とって、 エ ンマの 「男性化」 は許

容で きなか った。 フロベール は、 た とえ ジェンダー ロールが入 れ替 わ った として も、 それは一過

性の ものであ り、七 月王政の フランス社会 に深 く根付 いていた男性優位 の ジェンダー意識 におけ

る男女の主 従関係に何 ら影響 を及 ぼさない ことを、 エ ンマの 「男性化」 による ジェンダー的転倒

の結果、恋 の終焉が訪 れ るとい うス トー リーで暗に示 そ うとしてい るのか もしれない。

お わ りに

本稿 は、主 人公であ るエ ンマの身体 が、 男たちか らどのよ うに見 つめ られ、評価 されて きたの

かを明 らかに し、男たちがエ ンマに向け る視線 の中に、 どのよ うな ジェンダー意識 が存在 するの

かを分析す ることを 目的 と していた。

エ ンマを見 る男たちのまなざ しを分析 してみ ると、夫 であ るシャルル も、愛人 の ロ ドル フもレ

オ ンも、エ ンマ個人を見ていない ことが分 か る。 エ ンマの身体 は、 シャルルに とっては 「妻」 で

あ り、 ロ ドル フに とって は 「恋 の遊 び相手」、「都会 の女」 であ り、 レオ ンに とっては 「理想 的な

天使のよ うな女性」 であ った。本来、 エ ンマの客体 は唯一 固有 の ものであるに もかかわ らず、 こ

のよ うに さまざまな見方 を され るのは、 男たちがエ ンマの身体 を 自分 たちの見 たいよ うに見 てい

たか らであ る。 彼 らは身勝手 な視線 をエ ンマに身体 に向け、 そ してエ ンマを類型化 した女性 の価

値基準の中に位 置づ けよ うと してい る。 これは、 男性 の視線 によ る女性 の身体 の規範化 であ り、

男性の視線によ る女性 の拘 束化 であ る。 つま り、 男たちの視線 は、 エ ンマ との関係性 がそれぞれ

異な っていて も、七 月王政期の男性優位 の社会規範 を体現 してい ると言 えるのである。

しか しなが ら、エ ンマ はその 「男性 たちのまなざ しによ る拘束」 か ら逸脱 しよ うとする。 た と

えば、 シャルルの 「エ ンマー妻」 とい う視線 か ら逃 れ るために、 エ ンマは妻 としての役割 を放棄

し、規範 を外れて不倫 をす る。 また、 ロ ドル フの 「エ ンマー恋 の戯 れ」 とい う身勝手 で不誠実 な

視線に対 して は、本気 の恋 や純粋 な恋 を求め、駆 け落 ちを提案 してい る。 さ らに、 レオ ンの 「エ

ンマ ー理想 の女性 ・天使」 とい う窮屈 な視線 に は、「男性化」 を して ジェンダーロールの逆転 を

引 き起 こ し、 レオ ンを手 なず け支配 しよ うとさえ してい る。多 くの女性 たちが、男性 たちの視線

に さ らされ、 「見 られ、評価 され る客体」 に しかす ぎなか った社会風俗 の中にあ って、 エ ンマは

自らを類型化 しよ うとす る男たちの視線 をただ受容 す るだけの女 ではなか ったのである。

ところが、エ ンマの試 み は全てが失敗 に終 わ る。男 たちは、 エ ンマに身勝手 な視線 を送 り続 け

てエ ンマの身体を拘束 す るものの、 エ ンマがその視線 の拘束 か ら逸脱 する と、 エ ンマに対 する賞

賛 は消え、愛情 さえ も冷めて しま うのであ る。 つま り、男 たちのエ ンマに送 る視線 は、七 月王期

政当時の男性優位の価値意識、歪 んだ ジェンダー構造 を見事 に体現 している と言 えるだろ う。

しか しなが ら、私たち は、 男のまなざ しによ る支配 や束縛 か ら逸脱 する ことを試 みるエ ンマの



姿に、当時の社会が有 していた ジェンダー的諸 問題 に対 して従順 に従 うのではな く、 自分 の望 む

よ うに生 きたい と願い、 それを具現化 しよ うと自らの意思 で行動 す る意志 をみる ことがで きる。

フロベ ールは、 「今、 この とき、 フランスの多 くの村 々でボ ヴァ リー夫人 は泣 いて いる」15と書簡

に綴 り、家父長制の強い社会規範 にとらわれ、 自己解放を求 め ることが タブーとされた女性 たち、

特に地方の中産階級の女性 の鬱積 した感情を 『ボヴァ リー夫人』の中で描 き出 して いる。 フロベー

ル は、エ ンマを通 じて地方 の中産 階級 の ブル ジ ョア女性 たちの閉塞感 を表現 しているが、 その男

性優位の ジェンダー規範 に由来す る閉塞感 は、本稿 の試 みであ るエ ンマの身体 に向け られた登場

人物の視線を分析によ って も見いだす ことがで きるだろ う。 エ ンマは、男性 たちの視線 が もた ら

す閉塞感か ら逃れよ うと葛藤 し、七 月王政期 の社会通念 や男性優位 の視線 の拘束 か らの解放 に挑

戦 した女だ とも言 え るので はないか。

本稿で は、「ボヴ ァリー夫人』 の登 場人物、 と くに シャルル、 ロ ドル フ、 レオ ンの3名 の視線

に焦点を当てて分析をお こな ったが、 『ボヴ ァリー夫人』 に描かれ たエ ンマの身体描写の中 には、

作者であ るフロベールの観念 の中にあ る女性観 や ジェンダー意識 が、厳然 たる事実 として結実 し

ている。女性 の身体を描写す る際の、男性作家であ るフロベールの意識的、無意識的な ジェ ンダー

意識の考察 は、『ボヴ ァリー夫人 』の ジェ ンダー構造 を解明す る上で重要 な手掛 か りとな りえる

だ ろう。 これ は、作者、語 り手、登場人物 とい う3つ の視点が どのよ うに交 差す るか とい う問題

を も新たに提起 す る。 これ らについては筆者 の今後 の課題 とし、稿 をあ らためたい。

151853年8月14日 、 ル イ ー ズ ・コ レ宛 て の 書 簡 。 「地 方 風 俗 」 と い う 『ボ ヴ ァ リー 夫 人 」 の 副 題 につ い て、

目身 の 見解 を表 した もの で あ る。


